
外国人の就労ビザと雇用形態

外国人は契約・派遣社員でも働ける？ 

 契約社員や派遣社員をはじめとした、い

わゆる「非正規雇用」の割合は年々増え、

今や４割とも言われています。雇用主、労

働者双方にとって多様な働き方が求められ

ていますが、外国人の場合、日本人のよう

に自由に就労ができるわけではありません。

いわゆる「就労ビザ」と呼ばれる就労を目

的とした在留資格を持っているか、就労制

限のない「永住者」や「日本人の配偶者等」

といった在留資格を持っていることが必要

です。就労ビザは単に内定を出しただけで

は認められず、業務内容や会社の安定性等、

入国管理局による厳密な審査を経て決定さ

れます。こうした審査の印象から、外国人

は契約社員や派遣社員として勤務すること

はできないのではないかとイメージしてい

る方も多いかもしれませんが、実は就労ビ

ザの許可に際し雇用形態の名称は直接影響

しません。つまり、契約社員や派遣社員で

あっても就労ビザを取得できる可能性は十

分にあるのです。 

「正規・非正規」の区分は別問題 

 そもそも｢正社員｣も｢非正規雇用｣も一般

的な呼称であり、この区分だけをもって許

可・不許可の判断がされることはありませ

ん。審査の対象となるのは、仕事の安定性

や継続性、本人の経歴と業務の関連性、収

入をはじめとする労働条件などであり、こ

の点は正社員も契約・派遣社員も同様です。 

契約・派遣社員で注意したい点 

 先述の通り、就労ビザを取得する際、主

な審査ポイントについて雇用形態による違

いはありません。ただし、契約社員や派遣

社員の場合、正社員と比較し「安定性・継

続性」の部分が問題になりやすいことがあ

ります。たとえば契約社員の場合、契約期

間が数か月から半年程度しかなく更新の見

込がないとすると、なかなか安定性がある

とはみなされません。派遣社員についても、

派遣先がすぐに変わってしまい職務内容も

違うとなると、安定性・継続性、本人の経

歴と業務の関連性の双方で疑問が生じます。

正社員に比べ疑問視されやすいこれらの点

について丁寧に説明することは必要です。 

 こうした注意点はあるものの、あくまで

判断されるのは実態であり、正社員かどう

かといった名称の区分によってはされませ

ん。審査のポイントを踏まえた上で、外国

人従業員についても多様な働き方を検討す

ることができます。 
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審査のポイントは基本

的に正社員も契約・派

遣社員も一緒！ 


